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宇宙最大の爆発現象であるガンマ線バースト（GRB）の放射機構の解明には、硬X線の偏光が強力なプローブ
となる。様々な放射モデルは硬X線偏光度の分布を予言しており、多数のGRBの硬X線偏光度を測定できれば
その分布から放射モデルに強力な制限を与える事ができる。
我々は小型衛星搭載を目指して、GRB観測用の X線・ガンマ線偏光計を開発してきた。この偏光計はコンプ

トン散乱の異方性を利用した広視野偏光検出器であり、散乱体であるプラスチックシンチレータアレイと吸収体
である GAGGシンチレータアレイによって 50–500 keVのエネルギー帯域をカバーする。また信号の読み出し
にはそれぞれマルチアノード光電子増倍管とアバランシェフォトダイオードを採用している。CGRO/BATSEや
Swift/BATによって得られたGRBスペクトルパラメタの統計を用いたシミュレーションによる見積では、期待
される偏光度が低い「光球モデル」を１年間の観測によってほぼ棄却することができる。
我々は散乱体と吸収体の合計 60チャネルを処理するフロントエンド回路を開発し、検出器の試作モデルを組み

上げた。本講演ではこの試作モデルの開発状況について報告する。試作ユニットを並べることで、搭載重量や電
力の制限に合わせて拡張することが可能である。ISS搭載を目指して構築を始めた NASA/MSFCとの国際協力
体制についても合わせて紹介する。


